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か
つ
て
古
代
吉
備
の
国
の
中
心

と
し
て
栄
え
た
総
社
市
に
は
、
作

山
古
墳
や
古
代
山
城
・
鬼
ノ
城
、
備

中
国
分
寺
、
宝
福
寺
な
ど
数
多
く

の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

は
、
市
民
共
有
の
大
切
な
財
産
と

し
て
後
世
に
伝
え
遺の

こ

し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

意
味
で
、
文
化
財
の
保
護
・
保

存
と
活
用
は
重
要
な
こ
と
で

す
。文

化
財
の
保
護
・
保
存
と
聞

け
ば
、
多
く
の
人
は
発
掘
調

査
を
は
じ
め
、
文
化
財
の
復

元
や
修
理
を
思
い
浮
か
べ
る

で
し
ょ
う
。
市
内
で
は
、
鬼

ノ
城
の
西
門
の
復
元
や
備
中

国
分
寺
五
重
塔
の
解
体
修
理
、

現
在
行
っ
て
い
る
宝
福
寺
の
仏

殿
の
保
存
修
理
な
ど
が
そ
れ
に

あ
た
り
ま
す
。

一
方
、
あ
ま
り
目
立
た
な
い
地

道
な
保
護
・
保
存
活
動
も
あ
り
ま

す
。
鬼
ノ
城
や
作
山
古
墳
、
宮
山

古
墳
群
、
福
山
城
な
ど
の
下
刈
清

掃
も
そ
の
一
つ
。
史
跡
の
良
好
な

景
観
を
保
ち
、
訪
れ
る
人
に
気
持

ち
よ
く
見
学
し
て
も
ら
お
う
と
い

う
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
新
し
い
取
り
組
み
と

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

得
て
行
う
、
市
内
の
石
仏
・
石
造
物

調
査
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
公

民
館
講
座
と
し
て
行
わ
れ
、
講

座
の
参
加
者
が
主
体
と
な
っ
て

行
う
も
の
で
す
。
調
査
地
区
を

最
も
良
く
知
る
人
た
ち
に
よ

る
、
市
民
手
作
り
の
調
査
が
期

待
で
き
ま
す
。

現
在
、
清
音
公
民
館
の
区
域

の
調
査
を
実
施
中
。
今
後
も
小

学
校
区
を
単
位
に
調
査
地
区
を

分
け
、
公
民
館
と
協
力
し
、
順

次
市
内
の
石
仏
・
石
造
物
調
査

を
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。
地

元
の
身
近
な
文
化
財
に
ふ
れ
る
良

い
機
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
う
し
た
調
査
体
験
が
、
文
化

財
の
保
護
・
保
存
に
つ
な
が
り
、
市

民
共
有
の
財
産
を
後
世
に
遺
す
原

動
力
の
一
つ
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

本
町
の
安
原
氏
元
清
水
屋
は

元
禄
の
こ
ろ
、
貞
八
郎
正
品
が

醤し
ょ
う

油ゆ

と
油
し
ぼ
り
を
営
ん
で
財

を
な
し
、
安
政
年
間
に
は
松
山

藩
の
御
用
達
を
勤
め
ま
し
た
。

３
代
目
正
郷
は
、
和
歌
を
詠

み
、
町
内
の
同
好
の
士
と
共
に

歌
会
を
催
す
な

ど
の
文
化
人
で

も
あ
り
ま
し

た
。ま
た
、西
山

拙せ
っ

斎さ
い

に
師
事
し

交
遊
を
深
め
、

「
遊
松
山
記
」

か
ら
も
、
そ
の

交
遊
の
深
さ
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

元
清
水
屋
は
、最
盛
期
に
は
、

東
田
町
の
亀
山
家
と
１
、
２
を

争
う
ほ
ど
の
資
産
家
で
し
た

が
、
今
は
屋
敷
の
跡
形
も
な
く
、

観
音
堂
前
の
墓
地
に
立
派
な
墓

石
が
残
っ
て
い
る
の
み
で
す
。

総社商店街の歴史を巡る

西
山
拙
斎
来
遊
の
元
清
水
屋
跡

史
跡
探
訪
の
碑
を
尋
ね
て
⑩
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市民共有の財産を後世に遺す
～石仏・石造物調査から～
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「
肥
満
は
万
病
の
も
と
」。

内
臓
へ
の
脂
肪
付
着
を
基

盤
に
高
血
糖
や
血
圧
高
値
、

高
脂
血
な
ど
の
危
険
因
子
を

伴
う
も
の
を
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」（
メ
タ
ボ
）

と
呼
び
ま
す
。
こ
れ
は
、
脂

肪
の
消
費
が
低
下
し
て
た
ま

っ
た
脂
肪
が
変
化
（
酸
化
）
し

て
い
ろ
い
ろ
な
悪
さ
を
し
ま

す
の
で
「
内
臓
脂
肪
症
候
群
」

と
も
い
わ
れ
ま
す
。「
老
い
は

血
管
か
ら
」
と
も
い
わ
れ
ま
す

の
で
、
ま
ず
血
管
を
若
く
保

ち
た
い
も
の
で
す
。

メ
タ
ボ
が
怖
い
の
は
、
重

い
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど

に
な
る
危
険
度
が
飛
躍
的
に

高
ま
る
か
ら
で
す
。
メ
タ
ボ

で
な
い
人
が
病
気
に
な
る
率

を
１
と
す
る
と
、
危
険
因
子

１
つ
の
人
は
５
倍
、
３
つ
以

上
に
な
る
と
３６
倍
に
は
ね
上

が
り
ま
す
。
糖
尿
病
や
胃
が

ん
、
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
な

ど
に
な
る
率
も
高
ま
り
ま
す
。

予
防
方
法
は
、
腹
八
分
目

以
下
の
量
を
定
時
に
食
べ
る

こ
と
や
、
定
期
的
に
４０
分
以

上
歩
く
な
ど
の
運
動
で
す
。

そ
し
て
、
十
分
な
睡
眠
や
ス

ト
レ
ス
を
た
め
な
い
な
ど
、

毎
日
の
生
活
習
慣
を
改
善
す

る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

特
に
肥
満
の
人
は
、
減
量
や

適
正
な
体
重
を
維
持
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

●
メ
タ
ボ
の
チ
ェ
ッ
ク

◎
へ
そ
周
り
の
腹
囲
が
男
性

で
８５
㎝
以
上
、
女
性
で
９０
㎝

以
上
と
な
る
と
「
要
注
意
」。

加
え
て
次
の
う
ち
２
項
目
以

上
あ
る
場
合
を
メ
タ
ボ
と
い

い
ま
す
。

★
中
性
脂
肪
が
１
５
０
㎎
／

dl
以
上
、
ま
た
は
Ｈ
Ｄ
Ｌ

（
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）

が
４０
㎎
／
dl
未
満
　

★
血
圧
の
上
が
１
３
０
以
上
、

ま
た
は
下
が
８５
以
上

★
空
腹
時
血
糖
が
１
１
０

㎎
／
dl
以
上

メタボ（メタボリックシンド　
ローム）を予防しよう

三宅　周 医師
（吉備医師会から）

確
定
申
告
の
時
期
が
来
ま
し

た
。
最
近
、
社
会
保
険
庁
の
職

員
な
ど
を
名
乗
り
、「
社
会
保

険
料
の
払
い
戻
し
」
や
「
医
療

費
の
還
付
」
を
装
っ
た
新
手
の

振
り
込
め
詐
欺
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
十
分
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

手
口
は
、「
社
会
保
険
料
を

払
い
戻
し
ま
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ

コ
ー
ナ
ー
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
か
、「
医
療
費
の
還
付
が

あ
り
ま
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
コ
ー

ナ
ー
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
」と

い
っ
た
内
容
で
、
犯
人
は
ス
ー

パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
銀
行
以

外
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ナ
ー
を

指
定
し
、
連
絡
用
の
電
話
番
号

を
告
げ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、

犯
人
の
誘
導
に
よ
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ

（
現
金
自
動
支
払
機
）
を
操
作
さ

せ
ら
れ
、
被
害
に
遭
う
と
い
う

も
の
で
す
。

社
会
保
険
庁
で
は
、
社
会
保

険
料
の
払
い
戻
し
や
医
療
費
の

還
付
の
と
き
に
、
電
話
で
手
続

き
を
説
明
し
た
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
を

指
定
し
操
作
の
説
明
を
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、

一
人
で
判
断
せ
ず
家
族
や
知
人

に
相
談
し
た
り
、
事
実
を
確
認

し
た
り
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

医療費の還付は、キャッシュコーナーではしません

監修・問い合わせ　総社警察署生活安全課（1(4０１１０）

ちちちちょょょょっっっっ
とととと

立立立立ちちちち話話話話

亀山 子さん（総社一丁目）
この通りと、うちの「れとろー

どほーる」や「れとろぎゃらりー」
は、レトロで心地よい雰囲気をか
もし出してます。訪れる人から
「いいですね」って言われるんです。
もっと歴史の重みを感じながら、
歩ける通りになればいいですね。

　１１０番は、緊急の事件
や事故のときだけ使用して
ください。

【通報の３つのポイント】
　★あわてない
　★内容をくわしく
　
　★場所をくわしく

◎苦情や相談などは、

＃９１１０
（さわやかコール）

　　　　へお願いします。
　

１月１０日は、




